
平成24年度事務事業評価表（平成23年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

16 13 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 数 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ ■ □ 16 12 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 数 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 16 12 100

□ （ 人 ） （ 回 数 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

0 0 必要性 3 有効性 2 達成度 2 効率性 2 必要性 3 有効性 2 達成度 2 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 円 ） （ 回 ） （ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 0 0

上乗 □ （ 円 ） （ 回 ） （ ）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 0 0

□ （ 円 ） （ 回 ） （ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

338 2 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 337 1 100

上乗 □ （ 戸 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 340 1 100

□ （ 戸 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

338 19 80 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 337 21 80

上乗 □ （ 戸 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 340 25 90

□ （ 戸 ） （ 件 ） （ 件 ）

43

403

説明欄：

現状維持
25年度以
降方向性

現状維持

24年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

24年度以
降方向性

0

0

0

説明欄：
農業委員会の代表として各種農業団体の会
議に出席し、情報交換や他団体との交流を
深めることができ、その必要性は高い。

説明欄：
農業生産力の向上及び農業経営の合理化、
後継者や認定農業者の育成など、東京都農
業会議の果たしている役割は大きく、賛助
会員として加入することは意義がある。

25年度以
降方向性

農業委員会事務

農業委員会
会長交際事業

農業委員会だより
発行事業

東京都農業会議
参画事業

農業委員会
農業係

にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名

農家戸数

農業者・市民

基本事業番号・名 04-01 都市農業の活性化

指標 指標 指標

04 新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

事務事業全体 一般財源分

現状維持
25年度以
降方向性

現状維持

全庁評価会議
（25年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

説明欄：説明欄： 24年度以
降方向性

8,690

25年度以
降方向性

説明欄：
効率的な事務の執行に努め、事務経費等の
縮小を図る。

現状維持

8,977

現状維持

0

必要となった
交際費用

交際費を要する
会議・交流会の
回数

0 0

0

0

説明欄：

43

現状維持

43

25年度以
降方向性

現状維持
24年度以
降方向性

説明欄：
農政改革により農地法等の改正がある場合
や、農業委員会の活動計画など、農業者へ
の重要な情報を周知する手段として定着し
ている。

説明欄：
農政改革により農地法等の改正がある場合
や、農業委員会の活動計画など、農業者へ
の重要な情報を周知する手段として定着し
ている。

340

現状維持
25年度以
降方向性

現状維持
24年度以
降方向性

268 311

345

対象

手段
・

内容
農業者の情報誌を発行

297

302

43

43

04-01-03

農業委員会
農業係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

市全額

事業
形態

直営（委託無）

農業委員会に関する法律

一部補助有

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助

意図
市の農業行政及び農業委員会活動等
の情報を農業者に伝える。

43

その他（　　　　　　　　　　　　　）

66

説明欄：

説明欄：
農業生産力の向上及び農業経営の合理化、
後継者や認定農業者の育成など、東京都農
業会議の果たしている役割は大きく、賛助
会員として加入することは意義がある。

1,940

現状維持

453

1,916

説明欄：

1,513

農地・農業に関わる市民

66 1,339 1,405

現状維持
24年度以
降方向性

25年度以
降方向性

意図

都市農業をどのようにして守ってい
くかが、首都圏では重要な課題であ
る。農地の持つ多面的機能を、農業
者及び市民に認識させる。 9,405

意図
各農業組織との情報交換は不可欠
である。

手段
・

内容

その他（　　　　　　　　　　　　　）

総会開催数

8,690

委員定数 総会開催数

努力義務的

参加した研修
等の件数

24年度以
降方向性

努力義務的

対象

手段
・

内容

農業委員１６名により「東久留米市
農業推進計画」の基本目標を推進す
る。

10,001 10,702 20,703

11,889

04-01-01

根拠
法令
等

自主的 義務的

直営（委託無）

一部補助有

根拠
法令
等

自主的 義務的

事業
形態

農業委員会に関する法律
東久留米市農業委員会事務処理規程

直営（委託無）

事業
形態

その他（　　　　　　　　　　　　　）

0

全額補助04-01-02

農業委員会
農業係

農業者及び農地・農業に関わる
市民・農業委員

市全額

一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

対象 農業委員会会長

農業委員会会長の交際費用

努力義務的

20,579

0

0

12,110

24年度以
降方向性

25年度以
降方向性

0

現状維持
説明欄：

現状維持

全額補助

市独自上乗せ（上乗・横出）

9,40521,515

現状維持

説明欄：
効率的な事務の執行に努め、事務経費等の
縮小を図る。
(都)農業委員会交付金等966千円
(都)農業経営基盤強化特別会計事務取扱交
付金53千円
農林手数料44百円

説明欄：
農業委員会の代表として各種農業団体の会
議に出席し、情報交換や他団体との交流を
深めることができ、その必要性は高い。

453

農家戸数
研修等の開催件
数

発行回数

農業者世帯へ
の
配布率

都市農業の推進

403

手段
・

内容
農業委員及びその職員に対する研修

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助 一部補助有 市全額

意図

1,487

対象

04-01-04

農業委員会
農業係

根拠
法令
等

自主的 義務的

事業
形態

直営（委託無）

東久留米市



平成24年度事務事業評価表（平成23年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 基本事業番号・名 04-01 都市農業の活性化

指標 指標 指標

04 新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（25年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

12 3 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 12 3 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ ■ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 12 3 100

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

3 10 10 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 3 10 10

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 3 10 10

■ （ 人 ） （ 回 ） （ 回 ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

10 25 100 必要性 3 有効性 2 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 2 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 10 25 100

上乗 □ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 9 20 100

□ （ 団 体 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

55 250 55 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 個 ） （ 戸 ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 25 134 25

上乗 □ （ 戸 ） （ 個 ） （ 戸 ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 27 149 27

□ （ 戸 ） （ 個 ） （ 戸 ）

説明欄：
農業委員選挙人名簿の申請書の回収率を高
めるためには、農業振興協力員による対応
が効率的・効果的である。また、市におけ
る農業振興の円滑な推進を図るための調査
やアンケートを行う場合、協力員を依頼す
る。

139

25年度以
降方向性

現状維持

説明欄：
農政に関する国や東京都の制度説明、農地
法等の法制度改正、農政に関する各種調査
など、農政事務を処理するための情報収集
に必要となっている。

73

24年度以
降方向性

24年度以
降方向性

現状維持

600

現状維持

説明欄：
環境に配慮した農業経営を取り入れてもら
うための誘導策として、ある程度浸透する
までは市において支援を行う必要がある。

現状維持

説明欄：

99 238

説明欄：
農業委員選挙人名簿の申請書の回収率を高
めるためには、農業振興協力員による対応
が効率的・効果的である。また、市におけ
る農業振興の円滑な推進を図るための調査
やアンケートを行う場合、協力員を依頼す
る。

現状維持
25年度以
降方向性

139

説明欄：

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

04-01-05

農業委員会
農業係

139

25年度以
降方向性

現状維持
説明欄： 24年度以

降方向性

農業に関する調査事
業

239

市全額

100

現状維持
24年度以
降方向性

139

市独自上乗せ（上乗・横出）

根拠
法令
等

139 90 229

自主的

依頼回数

市における農業振興の円滑な推進を
図るための調査やアンケートを行う
場合、協力員を依頼する。

努力義務的

対象
東久留米市農業振興協力員
（支部長）

直営（委託無）

意図

義務的

対象

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

全額補助 一部補助有

根拠
法令
等

自主的 義務的

139

その他（　　　　　　　　　　　　　）

名簿等の回収
率

農業委員会選挙人名簿の申請・回
収。
農家アンケート・その他農業情報に
係る資料を配布。

手段
・

内容

会議の開催数

9

協力員数

努力義務的

手段
・

内容

農政事務連絡会議
参画事業

成果の見込め
た会議の開催
数

24年度以
降方向性

農業関係団体活動支
援事業

意図 他自治体等との情報交換は不可欠

73

その他（　負担金　　　　　　　　）

3,56670

3,218

説明欄：
現状維持

25年度以
降方向性

70

24年度以
降方向性

現状維持

3,636

3,633 3,706

9

25年度以
降方向性

説明欄：
農政に関する国や東京都の制度説明、農地
法等の法制度改正、農政に関する各種調査
など、農政事務を処理するための情報収集
に必要となっている。

現状維持

3,209

04-01-06

農業委員会
農政係

全額補助 一部補助有 市全額

04-01-07

農業委員会
農政係

04-01-08

環境保全型農業推進
支援事業

事業
形態

直営（委託無）

農政事務職員

農政事務職員
数

事業
形態

根拠
法令
等

自主的

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

農業行政事務

講演会・視察
研修会回数

その他（　　　　　　　　　　　　　）

全額補助

一部補助有 市全額

手段
・

内容

事業
形態

1,715

農業関連団体

義務的 努力義務的

一部補助有

1,645

市全額

各業種の組合等に補助金の交付をす
る。

意図
各業種の農業者１人１人が研修・講
習会に参加し、農業技術の向上等を
図る。

対象
(市）農業連絡協議会補助金交付要綱

535

事 業 に 参 加
し 、 成 果 の
あった農業者
数/各事業参加
農業者数

農業委員会
農政係

根拠
法令
等

1,110

1,110

農業関係団体
数

現状維持

説明欄：
各農業団体の育成、発展などの観点から農
業連絡協議会に引き続き支援を行ってい
く。

25年度以
降方向性

1,1101,110 594

説明欄：
各農業団体の育成、発展などの観点から農
業連絡協議会に引き続き支援を行ってい
く。

1,704

1,110 605

説明欄：

1,110

現状維持
24年度以
降方向性

現状維持

説明欄：
自主的 義務的

25年度以
降方向性

現状維持

605

その他（　　　　　　　　　　　　　）

努力義務的

市独自上乗せ（上乗・横出）

300

生分解マルチシート・性フェロモン
剤の購入費補助

600

全額補助

25年度以
降方向性

300

894

24年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

300

対象

環境にやさしい農業を推進してもら
う。

環境保全推進
農家

購入した
マルチシート・
フェロモン剤
の個数

環境に配慮し
た農業を行っ
た農家数

1,135

現状維持

手段
・

内容

直営（委託無）

意図

(市）生分解マルチシート購入費補助金交
付要綱

905

535

594

説明欄：
環境に配慮した農業経営を取り入れてもら
うための誘導策として、ある程度浸透する
までは市において支援を行う必要がある。

300

農業者

東久留米市



平成24年度事務事業評価表（平成23年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 基本事業番号・名 04-01 都市農業の活性化

指標 指標 指標

04 新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（25年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

19 5 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 19 10 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 19 10 100

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

3 5,000 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 団 体 ） （ 袋 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 3 5,000 100

上乗 □ （ 団 体 ） （ 袋 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 3 5,000 100

□ （ 団 体 ） （ 袋 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

49 11 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 49 8 100

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 49 14 100

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

713 578 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 件 ） （ 区 画 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 761 657 100

上乗 □ （ 件 ） （ 区 画 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 761 657 100

□ （ 件 ） （ 区 画 ） （ ％ ）

説明欄：
農業委員会活動を円滑に進めるために、北
多摩地区の連合会に加盟し、そこで得られ
る情報や他団体との交流は必要である。

説明欄：
有機堆肥を使用して安全で安心な農産物を
消費者に供給することは、食の安全を守る
ために欠かせないことであり、今後も市に
おいて支援を行う必要がある。

現状維持

25年度以
降方向性

24年度以
降方向性

説明欄：
認定農業者を対象に研修等を実施すること
は、市の農業振興に大きく寄与するもので
あり、市において支援を行う必要がある。

説明欄：
土との触れ合いを通し、都市農業の理解を
深めるためにもこの事業は必要と考える。
利用者から耕作料として、年間6,000円を
徴収している。

24年度以
降方向性

現状維持
説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

直営（委託無）

北多摩地区農業委員
会参画事業

04-01-09

農業委員会
農業係

根拠
法令
等

事業
形態

一部補助有全額補助

1,667

24年度以
降方向性

負担金の支出、研修講習会、検討会
への参画

直営（委託無）

開催回数市全額

対象 農業委員及び事務局職員

説明欄：

その他（　　　　　　　　　　　　　）

154 1,486 1,640

市独自上乗せ（上乗・横出）

説明欄：
農業委員会活動を円滑に進めるために、北
多摩地区の連合会に加盟し、そこで得られ
る情報や他団体との交流は必要である。

25年度以
降方向性

154 1,338

現状維持
説明欄：

自主的 義務的 努力義務的

農業委員及び
事務局職員

現状維持現状維持
25年度以
降方向性

1,492 154

有機農業推進支援事
業

154

24年度以
降方向性

意図

農業委員会が円滑に活動できるよ
う、
情報交換・調査研究をし北多摩地区
の
農業の発展を図る。

154 1,513

参加し成果の
あった会議等
回数
/会議等回数

手段
・

内容

154

04-01-10

農業委員会
農政係

根拠
法令
等

自主的 義務的

942

事業
形態

914

現状維持
説明欄：

700

25年度以
降方向性

現状維持

700

その他（　　　　　　　　　　　　　）

700

対象

手段
・

内容
補助金の交付

東久留米市営農振興会及び果樹組合

全額補助

努力義務的

現状維持

有機堆肥購入
事業を行って
いる団体数

有機堆肥数

有機堆肥を使
用して化学肥
料が減少した
農家数/有機堆
肥を使用して
いる農家数

700 214

24年度以
降方向性

現状維持

937

242

237

説明欄：
有機堆肥を使用して安全で安心な農産物を
消費者に供給することは、食の安全を守る
ために欠かせないことであり、今後も市に
おいて支援を行う必要がある。

700

一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

（市）有機農業推進事業補助金交付要綱

意図
化学肥料を極力おさえ、安心で安全
な農産物の供給を図る。

700

現状維持現状維持

補助金の交付

100

現状維持
25年度以
降方向性

努力義務的

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

自主的

(市）認定農業者補助金交付要綱

義務的

04-01-12

農業委員会
農政係

事業
形態

直営（委託無）

04-01-11

農業委員会
農政係

認定農業者補助事業

農業とふれあう場確
保事業（市民農園）

100

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助 一部補助有 市全額

980

991 1,091

2,163

892

7,117

事業等に参加
した回数

823

農園利用者が
都市
農業を理解し
ている割合

992

100

現状維持 現状維持

100100 1,009 1,109

説明欄：

説明欄：
認定農業者を対象に研修等を実施すること
は、市の農業振興に大きく寄与するもので
あり、市において支援を行う必要がある。

24年度以
降方向性

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

4,459

募集応募数 区画数

市民に農業体験をしてもらうための
施設開放

対象

義務的 努力義務的

東久留米市営農振興会及び果樹組合対象

認定農業者の活動を活性化し、東久
留米市の農業振興に寄与する。

その他（　　　　　　　　　　　　　）

2,163

980

24年度以
降方向性

説明欄：
土との触れ合いを通し、都市農業の理解を
深めるためにもこの事業は必要と考える。
利用者から耕作料として、年間6,000円を
徴収している。

25年度以
降方向性

100

24年度以
降方向性

現状維持
25年度以
降方向性

現状維持

認定農業者数

根拠
法令
等

5,046 6,026

4,954

25年度以
降方向性

5,282

事業
形態

事業及び視察研
修の実施回数

自主的
説明欄：

823

説明欄：

手段
・

内容

意図
農業体験を通じ、都市農業の理解者
になってもらう。

意図

市民

手段
・

内容

東久留米市



平成24年度事務事業評価表（平成23年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 基本事業番号・名 04-01 都市農業の活性化

指標 指標 指標

04 新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（25年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

10 39 5 必要性 3 有効性 3 達成度 2 効率性 3 必要性 3 有効性 3 達成度 2 効率性 3

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 回 ） （事業数）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 10 22 4

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （事業数）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 10 23 3

□ （ 人 ） （ 回 ） （事業数）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

114,621 4 100 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ t ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 114,754 4 100

上乗 □ （ 人 ） （ t ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,606 3 100

□ （ 人 ） （ t ） （ ％ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

114,621 110,000 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 2

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 人 ） （ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 114,754 110,000

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 114,606 110,000

□ （ 人 ） （ 人 ） （ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

114,621 27 7 必要性 2 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 有効性 達成度 効率性

産業振興課長
道辻　正信

（ 人 ） （ 人 ） （ 回 ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 ■ □ □

上乗 □ （ ） （ ） （ ）

■ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金

□ （ ） （ ） （ ）

説明欄：24年度以降も新たなシティーセー
ルス結び付くような事業展開を検討する必
要があるため、事業展開の方向としては拡
大していくことになる。しかしながら、平
成24年度中に2年間の委員の任期満了もあ
り、協議会等の会議開催回数やそれに伴う
運営事務費の経費などは、効率性を考慮
し、以降の展開を検討していく。

説明欄：
柳久保小麦を中心とした農産物のブランド
化を進めるためには、安定的な生産体制と
生産量の確保が必要となる。今までの活動
により生産量が増えてきている反面、人手
不足などの状況が続いている。行政の支援
が欠かせないのが現実である。

説明欄：
市民祭りとして定着し、市内最大のイベン
トになっている。年々事業規模が大きく
なっていることに伴い、来場者が増加して
おり、事業運営スタッフや会場警備スタッ
フを増員して対応している。事業規模が大
きくなればそれに伴う経費は増加傾向にな
るが、ボランティアの活用や効率的な運営
により人件費や事業費の縮小に努めてい
く。

説明欄：

25年度以
降方向性

現状維持現状維持

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

産業振興課
産業振興事業担当

地域産業推進協議会
運営事業

農畜産物ブランド化
支援事業

地域産業振興会議の活動報告を受け
て、産業振興事業を実施

東久留米市地域産業推進協議会設置要綱

1,490

委員・幹事数

794 5,458

現状維持

7,413 8,903

2,710

24年度以
降方向性

8,424

794

2,710

24年度以
降方向性

現状維持

縮小

手段
・

内容

市独自上乗せ（上乗・横出）

04-01-13

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

意図
事業
形態

6,252

24年度以
降方向性

1,490

説明欄： 説明欄：25年度以
降方向性

現状維持

説明欄：24年度以降も新たなシティーセー
ルス結び付くような事業展開を検討する必
要があるため、事業展開の方向としては拡
大していくことになる。しかしながら、平
成24年度中に2年間の委員の任期満了もあ
り、協議会等の会議開催回数やそれに伴う
運営事務費の経費などは、効率性を考慮
し、以降の展開を検討していく。

04-01-14

農業委員会
農政係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

事業
形態

東久留米市柳久保小麦に関する事業補助金
交付要綱

直営（委託無）

4,239

一部補助有 市全額

市の資産である湧水、河川、農産物
を利用し、産業振興及びシティセー
ルスに結びつける。また、イベント
実施により集客をはかり、経済効果
に期待する。その他（　　　　　　　　　　　　　）

直営（委託無）

11,134

全額補助 会議回数
提案された事
業（実現可能
な事業）

意図

その他（　　　　　　　　　　　　　）

25年度以
降方向性

説明欄：
柳久保小麦を中心とした農産物のブランド
化を進めるためには、安定的な生産体制と
生産量の確保が必要となる。今までの活動
により生産量が増えてきている反面、人手
不足などの状況が続いている。行政の支援
が欠かせないのが現実である。

縮小

東久留米柳久保小麦の会への補助

意図

対象

柳久保小麦の
生産高

1,000

市民

人口

1,000

柳久保小麦の生
産高

農業者・市民

人口

1,800

市の特産品「柳久保小麦」の生産を
支援し、種の保存に寄与する。

市の農産物を広く紹介する同時に、
市民との交流を持つことにより、都
市農業の必要性・重要性を理解して
もらう。

説明欄： 24年度以
降方向性

現状維持
25年度以
降方向性

1,000

1,000

500

現状維持
24年度以
降方向性

現状維持
25年度以
降方向性

説明欄：

1,800

1,800

1,8002,972 4,772

500 2,863 3,363

1,800 2,676 4,476

1,800

3,239

04-01-16

農業委員会
農政係

根拠
法令
等

事業
形態

市が後援し、ＪＡと商工会が隔年で
実施する市民祭りへの補助

全額補助

全額補助

自主的

地域力の向上事業

義務的 努力義務的

現状維持
25年度以
降方向性

現状維持
24年度以
降方向性

説明欄：
市民祭りとして定着し、市内最大のイベン
トになっている。年々事業規模が大きく
なっていることに伴い、来場者が増加して
おり、事業運営スタッフや会場警備スタッ
フを増員して対応している。事業規模が大
きくなればそれに伴う経費は増加傾向にな
るが、ボランティアの活用や効率的な運営
により人件費や事業費の縮小に努めてい
く。

廃止
24年度以
降方向性

参加者

ー

一部補助有 市全額

対象

義務的 努力義務的

手段
・

内容一部補助有 市全額

その他（　　　　　　　　　　　　　）

04-01-15

農業委員会
農政係

根拠
法令
等

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

市民みんなのまつり
（農業祭）事業

自主的

手段
・

内容

4,827

25年度以
降方向性

3,027

説明欄：
東京市町村自治調査会の助成金により実施
した事業。主に団塊の世代の市民を対象に
実施し、東久留米市の特産物である「柳久
保小麦」を使った手打ちうどん教室を実施
することで、起業を目指す市民を支援す
る。また、手打ちうどんを通じた地域活動
への参加を促し、地域の活性化を図る。

説明欄：

地域活動の活性化を図り、また、起
業を支援することで、産業の振興に
つなげていく。 0

市民 参加者数
地域活動への
協力、起業し
た数

市内の市産のうち産業振興及びシ
ティセールスに結びつくことが可能
なもの

対象 市民

意図

その他（　　　　　　　　　　　　　）

対象

一部補助有

4,1803,180

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

手段
・

内容

直営（委託無）

「手打ちうどん教室」を通じて、地
域活動への参加・協力を促し、ま
た、起業への支援を行う。

0

説明欄：

669 450 1,119

24年度以
降方向性

25年度以
降方向性

市独自上乗せ（上乗・横出）

全額補助

東久留米市



平成24年度事務事業評価表（平成23年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

にぎわいと活力あふれるまち 施策番号・名 基本事業番号・名 04-01 都市農業の活性化

指標 指標 指標

04 新たな活気を生み出す産業の振興と消費生活の向上

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

事務事業全体 一般財源分

全庁評価会議
（25年度に向けた

方向性等）事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

49 4 8 必要性 3 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 有効性 達成度 効率性

産業振興課長
道辻　正信

（ 戸 ） （ 戸 ） （ ％ ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ ■ □

上乗 □ （ ） （ ） （ ）

□ ■ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金

□ （ ） （ ） （ ）

■ □ □ 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

1 0 0 必要性 3 有効性 3 達成度 1 効率性 1 必要性 3 有効性 3 達成度 1 効率性 1

産業振興課長
道辻　正信

（ 回 ） （ 回 ） （ 商 品 ）

平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

財源 □ □ ■ 1 0

上乗 □ （ 回 ） （ 回 ） （ 商 品 ）

□ □ 全部委託 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 1 2

□ （ 回 ） （ 回 ） （ 商 品 ）

説明欄：

都市農業経営パワー
アップ事業

説明欄：

0 198

202

説明欄：
市の特産物である「柳久保小麦」を地域ブ
ランド化し商品化することで市内産業の振
興を目指しているが、現状では、様々な課
題の解決が難しい状況である。

休止
24年度以
降方向性

ー
25年度以
降方向性

説明欄：24年度以
降方向性

0 198

288

農作物「柳久保小麦」

対象農産物
柳久保小麦の関
係者会議開催回
数

登録したブラ
ンド数

198

198

8686

「柳久保小麦」の地域団体商標登録
申請

1,037
説明欄：
認定農業者に認定された農業者に対し、農
業者自らが高い経営意欲を持って行う農業
施設の整備などに対し、都及び市より補助
を行うことで、都市農業のさらなる発展を
図っていく。

認定農業者に
補助金を交付
した割合

24年度以
降方向性

0

ー
25年度以
降方向性

休止

0

直営（委託無）

自主的 義務的 努力義務的

地域ブランドとしての地域を確立
し、そのブランド保護ならびに付加
価値を高める。

意図

手段
・

内容

対象

04-01-18

産業振興課
産業振興事業担当

根拠
法令
等

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

全額補助 一部補助有 市全額

その他（　　　　　　　　　　　　　）

地域ブランド登録事
業

市独自上乗せ（上乗・横出）

対象

一部補助有 市全額

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

25年度以
降方向性

意図

04-01-17

農業委員会
農政係

根拠
法令
等

自主的 義務的

手段
・

内容

努力義務的

事業
形態

全額補助

25年度以
降方向性

東久留米市都市農業経営パワーアップ事業
費補助金交付要綱

高い経営意欲を持った農業者に対
し、農業者が意欲的に行う事業に対
し補助を行う。

高い経営意欲
を持った農業
者

説明欄：

0

説明欄：

0

10,037 1,5009,000

その他
説明欄：事業費のうち、
5/6が東京都、1/6が市負
担。

パワーアップ事
業申請件数

ー

高い経営意欲を持った農業者に対
し、農業施設の整備への支援や、経
営コンサルタントなどの専門家によ
る助言を行い経営目標の実現を促進
していく。

認定農業者

24年度以
降方向性

東久留米市


